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第２四半期累計期間の業績予想値と実績値の差異に関するお知らせ 
 

平成26年６月13日に公表した業績予想値と実績値の間に差異が生じましたので、下記のとおりお知
らせいたします。 

 

記 

   
●第２四半期累計期間の業績予想値と実績値の差異について  
   
平成27年４月期第２四半期(累計)連結業績予想値と実績値の差異(平成26年５月１日～平成26年10月31日) 

 
売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(Ａ) 6,443 167 160 102 17.53

実績(Ｂ) 6,372 87 31 17 3.03

増減額(Ｂ－Ａ) △71 △80 △129 △85 

増減率(％) △1.1 △47.8 △80.7 △82.7 

(ご参考)前期第２四半期実績 

(平成26年４月期第２四半期) 
7,380 △245 △221 △140 △24.14

 

 

差異の理由 

平成27年４月期第２四半期の連結業績は、大手家電量販店向け卸売事業において直接取引への切り替えが順調

に進み、店舗数も拡大して安定的な売上を確保できる体制が構築されてきたこと、個人顧客向け直販事業におい

て費用対効果を重視した広告宣伝費の投下を徹底したことなどにより、売上高についてはほぼ前回予想どおりと

なりましたが、このところの急激な円安による輸入コストの増加を吸収するには至らず、利益面は予想を下回る

こととなりました。 

なお、通期の業績予想につきましては、今後の販売動向や利益の状況を見極めたうえで、修正が必要であると

判断した場合には速やかに公表いたします。 

 

(注)上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、実際の業績は今後発

生する様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。 

 

 

以 上 


